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１．授業の概観 

 教育学部における専門教育科目（教育心理学専

修）、カウンセリング特別演習を対象に学生の感想

をもとに基本的カウンセリング技法を学ぶにあた

り、どのような授業内容、指導が役立っているか

を学生の進路と合わせて検討した。また DP（デ

ィプロマ・ポリシー）との関連、授業の改善につ

いても検討を行った。本授業の DP は「学校現場

で生じているさまざまな教育課題について論じ、

適切な対応を考えることができる（思考・判断）」、

「実践を省察し、自己の学習課題を明確にし、理

論と実践を結びつけた学習ができる（関心・意欲）」

である（シラバスより）。 

 

２．授業評価法 

①授業について…学校教育教員養成課程教育心理

学専修生４年生に行われた｢カウンセリング特別

演習｣（週１時間、通年）を対象とした。本授業で

はカウンセリング実習を中心に、ビデオシステム

を用いて実習生が相互に学習することを目指して

いる。 

②調査方法…2014 年 1 月に受講生 5 名(平均年齢

21.8 歳)に対象として、授業評価アンケートとし

て配布、記入してもらった。調査項目は独自に作

成した 18 問、自由記述とした。受講生の進路希

望は臨床心理士指定大学院進学 3 名、教員 2 名で

あった。 

③結果の整理…上記の回答すべてを対象として、

KJ 法(喜多川、1967)を用いて分析を行った。 

 

 

３．授業評価結果と考察 

カウンセリング特別演習のＫＪ法の結果につい

て以下に文章化を掲載する。「」は島、[]は学生の

意見を表す。 

 まず島は大きく「進路との関連」、「初めてカウ

ンセラーをしてみて」、「カウンセリング実践で学

んだこと」、「授業内容、指導から学んだこと」、「1

年を通じてでも短いな」、「毎回楽しかったし、勉

強になりました」、「ＤＰ（ディプロマ・ポリシー）

との関連」、「授業の改善案」、「将来に向けて」に

分かれた。順に見ていこう。 

 「進路との関連」の島はさらに「教師にはカウ

ンセリングマインドが必要」、「カウンセラーの仕

事が第一志望」、「どのような進路になったとして

も、カウンセリングにおける姿勢というのは役立

つ」の島に分かれている。「教師にはカウンセリン

グマインドが必要」の島では受講動機として[クラ

イアントの話を傾聴する姿勢は、教師が児童の話

を傾聴することに繋がるからです]を挙げており、

学生はカウンセリングを学ぶことは、教師の仕事

に役立つと考えている。 

 一方、「カウンセラーの仕事が第一志望」の島で

は[大学院に進学するため、今後もカウンセリング

の実習等が増えていくと思うが、人と向き合う基

本的な姿勢を学ぶことができたので、落ち着いて

取り組めるのではないかと思う]と今後に役立つ

と考えているようである。 

 これらの意見は「どのような進路になったとし

ても、カウンセリングにおける姿勢というのは役

立つ」の島と関連しており、進路についてまだ決

めかねている学生にとっても広くカウンセリング

を学ぶことが役立つと考えていることが伺える。

４年生対象の授業のため学生は、進路を考慮して

の受講となっていることが考えられる。 

 この島と関連する「初めてカウンセラーをして

みて」の島は「クライエントに巻き込まれるよう

な感覚」、「緊張して、頭が真っ白になりました」、

「会話が詰まったらどうしようと不安」の島に分

かれ、初めての体験で困難を感じていると考えら

れる。 

 これをサポートする「授業内容、指導から学ん

だこと」の島は「ビデオを見て学んだこと」、「ク

ライアントを体験して」、「授業者の指導で役立っ

たこと」に分かれている。 

 授業初期や中盤で見せた「ビデオを見て学んだ

こと」の島はさらに「カウンセリングの流れを理

解」、「面接の初めと終わりでのクライアントの方

の声の大きさや姿勢の変化」、「比較的深刻な悩み

にもこのカウンセリングが有効だ」に分かれてお

り、面接の様子をビデオで学ぶことでカウンセリ

ング技法をつかんでいっている。 

 また授業内での「クライアントを体験して」の

島は「クライアントの立場にたって、より分かり

やすく説明する必要性を感じました」、「クライア

ントの立場でカウンセラーを見たときに感じたこ

とを、カウンセラーの立場になったときに考える」

に分かれており、学生がクライアントの立場を体



験することでカウンセラーに役立つことを学んで

いると考えられる。 

 そして「授業者の指導で役立ったこと」の島に

ついては「自分でも気づいてないところにたくさ

ん気づかせていただけた」、「授業者のカウンセリ

ングを見て役立ったこと」、「授業者の指導のよか

ったこと」に分かれている。「自分でも気づいてな

いところにたくさん気づかせていただけた」の島

では授業者の指摘により、次第に技法を身につけ

ていっていると考えられ、授業者がカウンセラー

として面接に参加した「授業者のカウンセリング

を見て役立ったこと」の島では授業者をモデルと

して学んでいったことが伺える。「授業者の指導

のよかったこと」の島では [良いところも同時に

教えてくれるので、次回の面接に前向きに取り組

むことができた]といったコンプリメントを中心

とした指導であること [ビデオを見ながら、改善

点や良かったところを指摘してくださったので、

とてもわかりやすかった点もよかった]といった

具体的な指導が役立ったことが分かる。こういっ

た授業内容、指導から学生はカウンセリング技法

を学んでいることが考えられる。 

 これと関連する「カウンセリング実践で学んだ

こと」の島は「実践の難しさを感じました」、「二

人一組でカウンセリングを行うこと」、「技法を実

践する中で学んだこと」、「一人でも今まで通り落

ち着いて行うことができた」、「自分のカウンセリ

ングしている様子を見返して」の島に分かれてい

る。「実践の難しさを感じました」ではクライアン

トに合わせた展開に難しさを感じているようであ

る。「技法を実践する中で学んだこと」の島では

[アドバイスを貰うことだけがカウンセリングで

はないと思った]、[クライエントが考えている間、

当たり前ですが、待つ]といったカウンセラーの姿

勢に関するものから、技法に関することまでさま

ざまに学んでいることが伺える。さらに「自分の

カウンセリングしている様子を見返して」の島で

は学生は自分たちがカウンセリングをしている様

子をビデオで見返すことで[自分の姿を見て、改善

すべき点は改善できたりしていい]と活用してい

る。また、「二人一組でカウンセリングを行うこ

と」の島では不都合を感じる場面もありつつも、

安心感も得ているようである。 

こういった経験を積んで一人でカウンセリング

を行ったときには[思ったよりも不安なく進める

ことができた。二人組のカウンセリングの回数を

しっかり重ねられていたからではないかと思う]、

[授業の初めに２人で行った時よりも少しはまと

もだったと思うので、少しは進歩したかなあとお

もいました]といった「一人でも今まで通り落ち着

いて行うことができた」という島に関連している

と考えられる。 

 このようにカウンセリングの演習を繰り返すこ

とにより学生が基本的なカウンセリング技法を身

につけていっていることと考えられる。 

 このように学んでいくために学生は「1年を通じ

てでも短いな」と通年で行うことで学べることが

重要であると感じている。 

 授業については「毎回楽しかったし、勉強にな

りました」の島ではカウンセリングの面白さ、や

りがいも実感できているようである。 

 また「ＤＰ（ディプロマ・ポリシー）との関連」

の島では「学校現場で生じる問題と大きく関連付

けることができる」、「関心・意欲に関しては、授

業のたびに感じられていた」の島に別れている。

「学校現場で生じる問題と大きく関連付けること

ができる」の島では[実際の現場ではカウンセラー

と教師や保護者がどのように連携が取れるのかを

考えたり、子ども・親への対応の仕方を考えるこ

とができたと思います]と学校で起こる問題への

対応方法を学べたと感じている。「関心・意欲に関

しては、授業のたびに感じられていた」の島では

[今まで学んできた面接の技法や理論的なことを

実際に行い、その都度省察をすることで学びを深

めていくことができている面も関連していると感

じた]と学生が強い関心を持ち、意欲を持って授業

に取り組んでいる姿が考えられる。 

 これらと関連する「将来に向けて」の島は[将来

子どもと接する際に役立てたい]といった進路に

役立つと考える意見が多く見られた。 

 最後に「授業の改善案」については3つの意見で

構成された。[先生が最後まで次何を聞くか、どう

いう展開にするかを指示してくださっていました

が、大体一回のケースで６回面接があったので、

その中の一回でもいいので、自分たちでどのよう

に聞いていくかを考える機会があってもよかった

のかなと思いました]という意見に関しては授業

最終回に授業者がクライアント役を行うことで実

現できたと考える。[自分がクライエントとしてカ

ウンセリングを受けたときのことについては、ど

のような判断で面接を進めたのか、詳しく聞きた

かった]、[毎回、新たな学びを得ることができて

いると思うが、相談する悩みに幅を持たせるため

に、我々受講者もTAさんのように、いじめの相談

に来たクライエントや不登校の子をもつ母親など、

クライエントを演じて面接を受ける機会を設けて

も良いと思った]といった意見については今後の

検討事項としていきたい。 

 


